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。
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☎内線2２７４お問い合わせ 「平戸藩の冬めぐり」推進本部（平戸市役所観光課内）　

第12回光のフェスタ2018

　田平公園を15万球のイルミネーションで装
飾します。１月13日（日）には、平戸一番音楽
祭in光のフェスタも行われます。

県立田平公園（展望所周辺）会場

12月１日（土）～　 １月14日（月・祝）平成
31年11月１日（木）～12月30日（日）

平戸天然クエ（𩺊）まつり

　平戸の「クエ（𩺊）」は全て「100％天然もの」。
高級魚として知られるクエを、アツアツの鍋、
刺身やしゃぶしゃぶとしてぜひご堪能ください。

市内の参画宿泊施設・飲食店会場

12月１日（土）～平成31年２月28日（木）

アラ

建設課総務管理班　☎内線2233問

市民課生活環境班　☎内線2528問

　12月15日（土）に、西九州自動車道
（伊万里松浦道路）の調川ＩＣ～松浦Ｉ
Ｃ（延長2.2キロ）が開通し、午後４時
から一般車両の通行が可能となります。
　松浦ＩＣは松浦バイパスの㈱ニッチ
ツ松浦工場前に建設されており、これ
までの調川ＩＣよりもさらに平戸市に
近くなり、時間短縮となります。
　今後も西九州自動車道の早期全線開
通に向けて、国・県と連携して取り組
んでいきます。

西九州自動車道（松浦IC－調川IC間）が12月15日に開通

3010運動とは

これからの季節、
忘年会・新年会な
ど宴会が増える皆
さんに伝えたい

３０１０運動を推進して食品ロスを減らしましょう

30
10

乾杯の後

分

分 は

お開きの前

　日本では、年間約1,700万ト

ンもの食品廃棄物が排出されて

います。このうち、本来食べら

れるのに廃棄されている「食品

ロス」は、年間632万トンも発

生していると言われています。

　国民１人当たりでは、毎日お

茶碗１杯分のごはんを食べずに

捨てている計算になります。捨

てている量は、この地球上で、

人道支援などで行われている食

品援助の量の2倍に相当します。

　3010運動は、楽しい宴会や

忘・新年会の席からごみを減ら

そうという取り組みです。

 食事  タイム

さんまる　 いちまる

さんまる　いちまる

「乾杯後３０分間」は、席を立たずに料理を楽しみましょう
「お開き10分前」になったら、自分の席に戻って、再度料理を楽しみましょう

＜３０１０運動のルール＞

松浦IC
まつうら
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平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
平
戸
温
泉
」の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
泉
質
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸

水
素
塩
泉
の
た
め
、
肩
こ
り
や

皮
膚
疾
患
は
も
ち
ろ
ん
、
ぬ
る

ぬ
る
と
し
た
肌
触
り
は
美
肌
に

も
効
果
が
あ
る
と
利
用
者
に
大

変
好
評
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
肉
質
を
誇
る
平
戸

牛
で
す
が
、
平
戸
温
泉
で
牛
を

洗
う
と
、
毛
並
み
が
良
く
な
る

と
評
判
で
、
畜
産
農
家
も
利
用

し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、「
平
戸
温
泉
」を
お
試

　
平
成
31
年
度
の
岡
田
甲
子
男

記
念
奨
学
財
団
の
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

○
資　
格　
学
校
教
育
法
に
規

　
定
す
る
学
校
に
進
学
し
、
奨
学

　
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で

　
あ
る
と
と
も
に
、
保
護
者
が
県

　
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
貸
与
金
額（
月
額
）

　
▼
大
学・短
大・専
修
生
５
万
円

　
▼
高
専
生（
１
〜
３
年
）３
万
円

　
▼
高
専
生（
４
〜
５
年
）５
万
円

　

※

６
月
・
９
月
・
12
月
・
３
月

　
　
に
３
カ
月
分
ず
つ
貸
与
し
ま

　
　
す
。

○
返
還
期
間　
貸
与
の
終
了
か
ら

　
６
カ
月
を
経
過
し
た
後
、
貸
与

　
期
間
が
２
年
以
内
の
人
は
、
５

　
年
以
内
に
、
そ
れ
以
外
の
人
は
、

　
10
年
以
内
に
返
還
と
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
奨
学
金
は
無
利
子
で

　
す
。

○
募
集
期
間　
平
成
31
年
２
月

　
25
日（
月
）〜
４
月
26
日（
金
）

◎
問　
公
益
財
団
法
人　
岡
田
甲
子

お
知
ら
せ

奨
学
生
募
集

募
集

　
男
記
念
奨
学
財
団

　
（
☎
０
９
５
６‐

24‐

０
０
１
１
）

　　
閉
校
と
な
っ
た
旧
中
津
良
小
学

校
の
施
設
に
つ
い
て
、
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
利
用
を

希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
物
件　
旧
中
津
良
小
学
校

　
校
舎（
下
中
津
良
町
４
０
９
番

　
地
）

○
要　
件　
利
用
の
判
断
指
標
と

　

し
て
、 

公
共
性
、
地
域
活
性
化
、

　

環
境
へ
の
配
慮
を
行
な
う
こ

　
と
。

○
事
業
者
要
件　
市
内
に
本
店
、

　
営
業
所
な
ど
を
有
す
る
事
業

　
者
な
ど

○
募
集
期
限　
平
成
31
年
１
月  

　
31
日（
木
）

◎
問　
教
育
総
務
課　

　
　
　
（
☎
内
線
５
０
３
１
）

　　
津
吉
交
流
会
館
駐
車
場
に
て
歳

末
商
品
や
地
域
の
農
作
物
な
ど
を

販
売
す
る
軽
ト
ラ
朝
市
を
開
催
し

ま
す
。

　
当
日
は
、
数
量
限
定（
要
予

約
）で
鏡
餅
の
販
売
も
行
な
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
と
　
き　

12
月
28
日（
金
）午

　
前
９
時
〜

○
と
こ
ろ　
津
吉
交
流
会
館
駐

　
車
場

○
予
約
先　
津
吉
地
区
ま
ち
づ
く

　
り
運
営
協
議
会

　
☎
27-

０
６
１
１

◎
問　
地
域
協
働
課
協
働
政
策

　
班

　
（
☎
内
線
２
３
５
３
）

旧
中
津
良
小
学
校
校
舎
の

利
用
事
業
者
を
募
集

自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
に
、
お
近

く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問　
九
州
電
力
㈱
平
戸
配
電

　

事
業
所　

　
（
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

４
０

　
１
）

ひ
ら
ど
市
民
大
学
第
７
回
講
義

　
第
７
回
講
義
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

○
と　
き　

12
月
22
日（
土
）午

　
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　
市
未
来
創
造
館

○
内　
容　
市
民
参
加
手
法
の

　
最
前
線

○
講　
師　
石
田
聖
氏（
長
崎
県

　
立
大
学
公
共
政
策
学
科
講
師
）

○
聴
講
料　
５
０
０
円

※

聴
講…

入
学
せ
ず
に
、
聴
き

　
た
い
講
義
だ
け
を
受
講
す
る

　
こ
と（
年
度
内
２
回
ま
で
）

○
そ
の
他　
聴
講
を
希
望
さ
れ

　
る
場
合
は
、
事
前
に
生
涯
学

　
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
パ
ス
ポ
ー
ト
奨
励
証

　
（
☎
内
線
２
２
７
４
）

　　
年
末
年
始
に
入
り
、
凧
揚
げ
な

ど
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
感

電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近

で
凧
揚
げ
を
行
っ
た
り
、
電
柱
や

鉄
塔
に
登
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
万
が
一
凧
が
電
線
な
ど

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
む
や
み
に

し
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　
平
戸
市
下
中
野
町

　

45-

６

○
営
業
時
間　
午
前
８
時
〜
午

　
後
８
時

○
休
業
日　
奇
数
月
の
第
４
水

　
曜
日

○
泉　
質　
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸

　
水
素
塩
泉

○
使
用
料　
20
リ
ッ
ト
ル
に
つ

　
き
10
円

※

温
泉
水
を
入
れ
る
際
は
、
必

　
ず
容
器
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問　
観
光
課
観
光
振
興
班

第
７
回
軽
ト
ラ
朝
市
を
開

催

平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー

「
平
戸
温
泉
」の
利
用
促
進

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知

ら
せ

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故

防
止
の
お
願
い

償
却
資
産
の
申
告

き 

ね 

お

　
生
涯
学
習
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お

持
ち
で
、
一
定
ポ
イ
ン
ト
に
達

し
た
人
は
、
市
か
ら
奨
励
証
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
の
う
え
、
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
対
象
ポ
イ
ン
ト　

　
▼
50
ポ
イ
ン
ト（
地
賞
）

　
▼
１
０
０
ポ
イ
ン
ト（
水
賞
）

　
▼
１
５
０
ポ
イ
ン
ト（
火
賞
）

　
▼
２
０
０
ポ
イ
ン
ト（
風
賞
）

　
▼
３
０
０
ポ
イ
ン
ト（
空
賞
）

　
▼
５
０
０
ポ
イ
ン
ト（
市
長
賞
）

○
申
請
先　
生
涯
学
習
課
ま
た

　
は
各
公
民
館

○
申
請
期
限　
12
月
21
日（
金
）

◎
問　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

　
推
進
班

　
（
☎
内
線
５
０
４
２
）

　
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
人
で
、
平
成
31
年
１
月

１
日
現
在
、
次
の
よ
う
な
償
却

資
産
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
平

成
31
年
１
月
31
日（
木
）ま
で
に

申
告
が
必
要
で
す
。

　
申
告
書
は
12
月
中
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。

償
却
資
産
と
は

　
会
社
や
個
人
で
工
場
、
商
店
、

農
業
、
漁
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

を
営
ん
で
い
る
人
や
、
駐
車
場
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い

る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用

い
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器

具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

※

事
業
用
と
し
て
太
陽
光
パ
ネ

　
ル
を
設
置
し
て
い
る
人
も
申

　
告
が
必
要
で
す
。

◎
問　
税
務
課
固
定
資
産
税
班

　
（
☎
内
線
２
６
２
３
）

償却資産の具体例

事務所

小売店

接客業

駐車場

農業・水産業

パソコン、エアコン、コピー機、応接セット

商店陳列棚、冷蔵庫、自動販売機

カラオケセット、厨房設備、ソファー

駐車装置、照明などの電気設備、看板

農業機械、農機具、漁船・遊漁船、漁網

文化交流課文化遺産班
　　　 ☎内線2277

問

世界文化遺産春日の棚田ライトアップ
１月６日（日）まで期間を延長します

　11月中に市内外からたくさんの来場者が訪れた
世界遺産登録記念ライトアップイベント「春日の祈り」
は、好評につき、来年１月６日（日）まで期間を延長
して開催します。皆さん、ぜひご来場ください。


